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今月の表紙写真は、昨年の９月にご縁を頂い

た奈良での修験道で拝見した金色のご来光で

す。台風が通過した翌日に山に入りました。通

常の道は土砂崩れで閉鎖。唯一通れた洞川村か

らの入山でした。当初は台風直後とあって、相

当の覚悟をしていましたが、道中は特段の支障

も無く、素晴らしい方々との修験の道は、忘れ

られない体験となりました。

今年もお誘いいただいたのですが、残念なが

ら地元能登で開催される地域づくり大会と重

なってしまいました。先に、大会の全体会での

司会進行役を仰せつかっていましたので、止む

無く来年の参加を誓いました。

こうやって、振り返ってみると、貴重な体験

もそれぞれに一度一度のもの。つまり、本当に

一期一会なんだということを実感いたします。

毎日同じ時刻に通勤し、同じように時が流れ、

同じようなTV番組を見ていると、気づきにくい

のですが、人生に再放送はありません。

このニュースを発行する直前、丁度旧暦の七

夕の日、米国に一年間留学していた娘が帰国し

ました。留学ビザは途中帰国が認められていま

せんので、完全に一年間会えなかったのです

が、近年のICT革命のお蔭で、無料の通話・TV

電話等、複数手段でやり取りができたため、親

としては多少気をもむ程度で済みました。

かつて会津を訪れた際、野口英世の母が英世

に宛てた手紙を見たことを思い出しました。

戻ってきてほしい、逢いたいとだけ切々と綴ら

れた手紙。音信ままならなかった当時の母の子

への想いが胸に迫ります。それからわずか百数

十年後の今、有難い世の中になりました。

「可愛い子には旅をさせよ」と申します。子

も逞しく成長したと思いますが、同時に親も成

長させて頂いたのではないかと感じています。

まるで、鏡のように。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

熊野・大峯山にてご来光

by hama
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濱
の
つ
ぶ
や
き

『

タ
フ

』

あ
る
大
き
な
機
関
か
ら
の
依
頼
で
、
高
度
な
案
件
を
提
案
・
実

現
す
る
た
め
の
調
整
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

研
修
講
座
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
修
と
異
な
り
複
数
領
域
に
ま
た
が
る
も
の
で
、
難
物
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
故
に
逆
に
興
味
深
く
携
わ
れ
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
有
難
か
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
で
近
年
、
関
連
図
書
が
急
速
に
出

版
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
あ
る
。
米
国
の
大

学
で
開
発
さ
れ
た
手
法
で
直
訳
で
は
神
経
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
と
い
う
。
こ
れ
が
中
々
面
白
い
。

開
発
者
ら
に
よ
っ
て
、
手
法
が
細
分
化
さ
れ
て
い
て
独
特
の
用

語
が
夥
し
く
、
そ
れ
ら
に
惑
わ
さ
れ
て
「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
難
し
い
」
と

の
印
象
を
持
っ
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
な
い
ら
し
い
。

一
方
で
、
基
本
と
な
る
概
念
は
、
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
の
ひ
と
つ
。
起
こ
っ
た
現
象
・
事
象
に
は
、
元
々
何
の
意
味
も

無
い
が
、
そ
れ
に
自
分
で
感
情
・
価
値
観
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

て
解
釈
し
、
善
悪
・
好
悪
を
判
断
し
て
い
る
の
が
、
人
間
で
あ
る
。

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
応
用
す
る
と
、
「
過
去
の
記
憶
は

変
え
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
一
見
驚
く
べ
き
話
で
、
に
わ
か
に

は
信
じ
が
た
い
。
だ
が
、
よ
く
よ
く
自
分
の
記
憶
を
点
検
し
て
み

る
と
、
記
憶
は
中
立
な
現
象
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
感
情

の
味
付
け
を
し
た
解
釈
の
方
が
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
証
明
す
る
端
的
な
例
は
、
怒
り
な
ど
強
い
感
情
が
動
い

た
記
憶
が
蘇
っ
て
き
た
時
で
あ
る
。
当
時
の
環
境
と
は
全
く
別
な

と
こ
ろ
に
居
て
も
、
そ
の
人
物
が
目
の
前
に
い
る
わ
け
で
も
な
い

私
は
富
山
県
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

何
も
な
い
田
舎
で
す
が
、
冬
の
天
気
の
良
い
日
に
家
の

外
に
出
る
と
、
目
の
前
に
広
が
る
立
山
連
峰
が
ま
る
で
絵

画
の
よ
う
な
美
し
さ
で
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
景
色
で

す
。
海
も
山
も
あ
り
、
食
べ
物
も
美
味
し
い
・
・
・
い
い

所
で
育
っ
た
ん
だ
な
と
、
大
人
に
な
っ
て
随
分
た
っ
て
か

ら
つ
く
づ
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

富
山
に
は
両
親
も
祖
母
も
い
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の

事
と
思
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
五
月
、
祖
母
が
九
十

六
歳
で
大
往
生
し
、
天
国
へ
行
き
ま
し
た
。
穏
や
か
で
一

度
も
怒
っ
た
と
こ
ろ
を
見
た
事
が
な
い
本
当
に
優
し
い
祖

母
で
し
た
。

富
山
に
は
「
や
ま
か
わ
」
と
い
う
創
業
八
十
年
を
越
え

る
老
舗
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
が
あ
る
の
で
す
が
、

祖
母
は
こ
こ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
大
好
き
で
し
た
。

（
も
ち
ろ
ん
私
も
大
好
き
で
す
（
笑
）
）
祖
母
は
三
、
四

年
前
か
ら
老
人
施
設
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

亡
く
な
る
二
、
三
日
前
に
そ
こ
の
職
員
の
方
に
「
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
が
食
べ
た
い
」
と
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。
職

員
さ
ん
は
と
っ
て
も
気
を
使
っ
て
下
さ
っ
て
「
ハ
ー
ゲ
ン

ダ
ッ
ツ
」
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
き
て
祖
母
に
食

べ
さ
せ
た
の
で
す
が
、
一
口
食
べ
る
と
祖
母
は
「
こ
れ

じ
ゃ
な
い
！
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
（
笑
）

「
そ
ろ
そ
ろ
危
な
い
か
も
」
と
い
う
連
絡
を
実
家
の
母

か
ら
も
ら
い
、
そ
れ
で
も
次
の
日
に
は
「
今
日
は
元
気
で
お

風
呂
に
も
入
れ
て
も
ら
っ
た
よ
」
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
き
、

も
う
少
し
大
丈
夫
か
な
・
・
で
も
会
い
に
行
か
な
き
ゃ
・
・

と
延
ば
し
延
ば
し
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
ふ
と

「
明
日
は
絶
対
行
こ
う
！
」
と
思
い
た
っ
て
会
い
に
行
き
ま

し
た
。
祖
母
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
る
事
も
で
き
な
く
な
っ
て
、
や
せ

細
っ
た
体
で
し
た
が
、
私
や
母
が
話
か
け
た
り
、
何
か
し
て

あ
げ
る
事
に
対
し
て
一
回
一
回
は
っ
き
り
と
し
た
大
き
な
声

で
「
あ
り
が
と
！
」
「
あ
り
が
と
！
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
し
っ
か
り
し
た
声
な
の
で
、
も
う
暫
く
は
大
丈
夫
か

も
・
・
と
そ
の
日
は
少
し
安
心
し
て
帰
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
日
の
早
朝
、
祖
母
は
母
と
叔
父
に
抱
っ

こ
を
せ
が
み
、
「
さ
よ
な
ら
」
と
言
っ
て
亡
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
「
わ
ー
っ
、
さ
す
が
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
！
」
と
、
と
っ
て
も
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」
生
き
て
い
る
う
ち

に
も
っ
と
た
く
さ
ん
言
え
ば
よ
か
っ
た
。

そ
し
て
私
も
祖
母
の
よ
う
に
周
り
の
人
に
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
い
な
が
ら
最
後
を
迎
え
ら
れ
る
人
生
に
し
た
い
で

す
。

の
に
、
「
そ
の
時
の
感
情
」
は
、
見
事
に
、
し
か
も
瞬
間
的
に
再
現

さ
れ
る
。
あ
た
か
も
「
今
、
そ
こ
に
居
る
」
か
の
よ
う
に
。
こ
れ
は
、

記
憶
が
事
実
を
保
存
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
感
情
も
含
め
て
保

存
し
て
い
る
証
拠
で
は
な
か
ろ
う
か
。
過
去
の
事
実
は
変
え
ら
れ

な
い
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
仕
舞
い
込
ま
れ
た
感
情
や
そ
の
元
と

な
っ
て
い
る
価
値
観
は
変
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
た
と
え
ば
「
あ
の
時
い
じ
め
ら
れ
た
」
記
憶
は
、

「
独
り
で
も
生
き
て
い
く
強
さ
・
タ
フ
さ
を
教
え
て
く
れ
た
有
難

い
出
来
事
」
に
解
釈
し
な
お
す
こ
と
は
で
き
る
。
す
る
と
、
嫌
な
奴

ら
が
有
難
い
先
導
者
に
突
如
と
し
て
変
わ
る
。
嫌
な
記
憶
が
、
何
故

か
晴
れ
晴
れ
と
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
概
念
は
、
必
ず
し
も
Ｎ
Ｌ
Ｐ
で
最
初
に
提
案
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
概
念
が
広
ま
る
こ
と

は
、
明
る
い
未
来
を
啓
く
上
で
好
ま
し
い
と
思
う
。
過
去
の
忌
ま
わ

し
い
記
憶
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
、
解
釈
し
直
し
て
「
全
て
が
学
び
で

あ
り
、
有
難
い
教
師
に
囲
ま
れ
て
い
た
」
と
思
え
れ
ば
、
陰
に
こ
も

る
事
無
く
前
向
き
な
歩
み
を
始
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

世
に
は
、
成
功
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｌ
Ｐ
で
あ
る
が
、
こ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
か
ら
、
個
人
的
に
「
タ
フ
さ
」
を
身
に
着
け
る
概
念
・
手
法
と
し

て
捉
え
た
方
が
、
実
利
的
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

時
流
は
激
し
く
動
い
て
い
る
。
自
然
災
害
も
激
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
周
囲
や
環
境
に
文
句
を
言
っ
て
い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。

ま
し
て
、
時
代
や
地
球
気
候
に
何
を
言
っ
て
も
そ
れ
は
愚
痴
に
過

ぎ
な
い
。
何
が
起
こ
ろ
う
と
も
、
前
向
き
に
捉
え
、
逞
し
く
前
進
で

き
る
能
力
が
今
、
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

寄
稿
『
最
後
の
ひ
と
こ
と
』
自
営

織
田

明
子

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

お
だ

あ
き
こ)

一
夫
一
男
の
三
人
家
族
。
息
子
が

二
人
と
も
…
（
笑
）
。

写
真
は
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る

夫
の
作
品
。
暮
ら
し
の
中
か
ら
始
め

る
事
業
を
展
開
中
。



先月は「街コンの地域産業への貢献度」という視点から考えると

・出会いを目的として来街しており、決して観光ではない

・開催される地域の多くは若者に人気の街が多い

・衰退気味の街で実施しても来街する若者と地域で提供する事業者間にはニー

ズのミスマッチが起きる

・街コンが開催される夜には大抵の商店街は店を閉めている

・参加する飲食店にとっても瞬間風速的な効果は見込めるが、滞在時間などか

ら持続性という点では疑問

といった理由から、地域振興には結び付きにくい?という仮説をまとめました。

今回は、上記のような仮説を基に飲食店の視点から『でも街コンを使って何

かできないの?』というソリューションを考えてみたいと思います。まずここで

重要となるのは『集積』というキーワードです。よく産業構造論などで『産業

集積』という言葉で使われますが正に飲食店も「その地域における最も重要な

産業集積」なのです。地域づくりという観点では、この集積単位での競争とい

うことになります。地域の飲食店の紐帯が競争力の差になります。

本来は競争関係にあり、個人店が多いため接触がない飲食店同士が『街コ

ン』というイベントを機に連携することで

・「街コン」に頼らない集積内イベントの開催

・他店メニューの出前システム

・顧客の相互流通(満席時に他店を紹介するなど)

・集積における統一したブランドづくり

・顧客基盤構築によるプロモーションシステム開発

・共同仕入れ/コスト部門共通化による原価率低減

など商売で大切な

①『客数を増やす』

②『客単価を上げる』

③『来店頻度を高める』

④『売価は下げない』

⑤『コストを下げる』

を達成できる可能性もあります。

そして最も重要なのは、個々のお店が連携し互いに魅力を高め集積としての

競争力を上げることで喜ぶのはお客様ですよね。特定のお店を指名買いするこ

とはもちろんですが、実は多くのお客様は『どの街にする?』をまず意思決定時

の最重要ファクターにしているのではないでしょうか。だって私も、「恵比寿

はかわいい子が多いから恵比寿で呑もうよ」なんていつも言ってましたし。

「走る実印」…元社長はこう呼ばれていた。以前は大手銀行に28年間勤務してお

り、銀行折衝能力や新事業の発想力は当社にとって貴重で、社長として申し分ない存

在であった。ただ一点、案件を持ち込まれるたびに気前よく判を押し、多額の不良債

権を発生させたことを除いては。

我々が経営に乗り込む前、取締役内での激しい対立は社内で公然の秘密だった。元

社長らが投資事業の失敗を隠蔽、別の取締役が声を荒げて詰問するものの、溝は深ま

るばかり。我々は、全てを知る元社長に対しドラスティックな会社再建案を不退転の

覚悟とともに示すことが鍵だと考えた。誰に許可を得るでもなく、名古屋、福岡、大

阪で抱えていた業務を放り出し本社に常駐。元社長とは毎朝の情報交換、さくら水産
※1での昼食と和やかに接しつつも、決して単独行動を起こさせないように見張って

いた。公布されたばかりの会社法関連本を読み漁りながら。

「こいつらなら任せられる」と信頼したのか、「こいつらなら抱き込むことができ

る」と踏んだのか。元社長が我々に貸付実態を全て暴露するまで、そう時間はかから

なかった。間もなく居られなくなるだけでなく、法的に責任を追及されることは当然

わかっていたはず。罪悪感や責任感を差し引いても、自らに不利になるようなことを

あっけらかんと告白したのはなぜ？最終的に当社は元社長に、善管注意義務違反※2

による損害賠償金として約20億円を請求した。これにより自己破産に追い込む事に

なると告げると「わかりました。しますよ。それは」と即答。この潔さはなんだ。

元社長は常に雄弁だった。延滞先に対しても。責められる立場にありながら、不確

かなことについては強気に断定口調で、矛盾を突かれると他人事のような口調で。元

社長のペースに辟易した銀行員が、夕刻に私だけを再度呼び出すという事も幾度か

繰り返された。現役銀行員にとっても謎だらけの元銀行員。

なぜ、元社長は取り返しのつかないような規模にまで手を広げたのだろうか。「最

初は2～3億の損失だったが、それを取り戻そうとして、いつのまにか60億円の雪だ

るまになっていたという、なんとも単純かつ愚かなこと」だったのだろうか。見事な

までにことごとく紙切れになったという結果は、投融資先の数を考慮すると確率論

的にありえず、元銀行員としての審査能力を尊重すれば何らかの作為が疑われる。し

かしながら資金を還流させていたとか、黒幕に操られていたとかいう形跡は見当た

らなかった。

自己破産後、元社長は経営コンサルの会社を立ち上げて現在に至っている。同社の

業務内容には「資金調達」や「銀行対策」とある。本当に煮ても焼いても食えない人

だ。未だに、この人の掌の中で我々は踊らされていただけであり、あっというような

種明かしが待っているのではないかという思いも、完全に拭い去る事ができないで

いる。
※1：大衆居酒屋チェーン店でランチも営業

※2：取締役は「善良な管理者の注意をもって、委任事務を処理する義務を負う」（民法644

条）とされているが、これに違反して会社に損害を与えること

浮き草のごとく３２ 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 会社再建の当事者として（元社長の謎） 』

『 「街コン」をきっかけとした飲食産業集積づくり 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



に、参加の皆様には申し訳ないが畳の上の座で我慢していただくとに

なった。しかも150人もの人が集まったからスペース的に余裕はな

い。12：30スタートの16：00終了の長時間

を思うと少々気が重くなった。

基調講演を誰に頼もうかと考えたときに、前

文で紹介した1999年7月に寸又峡はじめ本川根

町で開催した日本上流文化圏会議「1000年の

学校in南アルプス」をプロデュースし、現在は

江戸川大学で教鞭をとり若者に常に触れている鈴木輝隆教授を思い浮

かべた。

「若者の『素の力』が日本を育てる」と題目に、あえて田舎を選択

しクリエイティブな活動をしている若者や、鳥取県の智頭町で自然の

ままに育てる、親は手を出さない、あるがままに

ということを実践している保育グループのお話を

頂戴した。

さて、いよいよ若者の出番だ。

NPO法人日本上流文化圏研究所事務局長の鞍

内大輔さんは、早大の学生の時に「1000年の学

校in南アルプス」を手伝ってくれた。小学校の体

育館をタイトルに相応しい会場にするために、他

の学生らと地元工務店、設計事務所の方々と共同

してほぼ一週間をかけて周りの山から切り出した

木や竹、蔓を使って見事に設えてくれた。

その彼が大学院を終了すると山梨県早川町にあ

る日本上流文化圏研究所に立ち上げから尽力する

ことになった。地域で暮らすことに誇りを持ち続けられるような地域

づくりを展開し「あきらめムード」を断ち切る。やる気のない人のモ

チベーションを上げるための工夫、そのためには対話しかないと言

う。鞍内さんが早川町民になった当時2000人近くいた人口は今や

1246人、町で起業することや物産開発などに支援をしているが、な

にせプレヤーが少なくなり過ぎてきている。もはや支援ではなく自ら

ビジネスを興していくことこそ必要な気がした。

二人目からは静岡県の若者6人衆が続く。（つづき）

『富士の国から～大魔神のたび～』寸又峡温泉開湯50周年記念フォーラム

「若者が地域を変える」（その２）静岡県職員 溝口 久

1999年の「1000年の学校in南アルプス」の後、2007年に「全国

まちづくりフォーラムin奥大井」が開催された。

そして2012年の今年は寸又峡温泉の開湯50周年だ。川根本町まち

づくり観光協会長の望月さんから何か考えてみてくれとのリクエスト

があり、そこで考えたのが「若者が地域を変える」と題したフォーラ

ムだ。

静岡県のまちづくりで活躍している全国的に有名なキーパーソン

は、右手にスコップ左手に缶ビールを合言葉に市民協働でせせらぎの

街に三島を蘇らせたグラウンドワーク三島の渡辺豊博さん、今や世界

に打って出ている富士宮焼きそば学会の渡辺英彦さん、富士市産業支

援センターｆ-Bizのセンター長で起業支援家として11年間で850件以

上の新規ビジネス立ち上げを支援している小出宗昭さんの三人だ。

この方たちの後を追う若者たちの活躍が最近目立ってきている。県

の観光局でもこうした若者に着目し、「しずおかニューツーリズム

ネットワーク」と称した定期的な会合を持つようになってきている。

ここはひとつ若者に光を当てたフォーラムをやると面白いと思い企

画した。

まじめな大人たちからは「それが寸又峡活性化のためになるの？寸

又峡活性化についての議論はないの？」と言われた。

一つのフォーラムで町が活性化するなら苦労はいらない、でもきっ

かけづくりぐらいにはと表面上は言ったりするけど、そんなことは考

えていない。花火も夏祭りも人を寄せるイベントだろう、このフォー

ラムも「交流と学び」で人を寄せる手段なのである。

若者を中心におくことで、若者の参加が期待できる。なにしろＳＮ

Ｓを駆使する彼らの口コミの情報発信力は高く、集客力そして開催後

の内容を知らせる能力を買った。年配のお客が

多い寸又峡温泉の新たな顧客開拓につながると

いう皮算用ももちろんある。

さて、いよいよ本番当日を迎えた。寸又峡温

泉地にはホールはない。旅館の宴会場を会場


